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M1993年 度 共同研究 ・学術調査 報告書
農学部教授 長 澤 弘
研究 テーマ;中 国産生薬 の泌乳促進 ならびに乳癌予防に関する研究
共同研究者;
日本側 一 長澤 弘(農 学部教授 ・実験動物 学)
稲富秀夫(農 学部教授 ・天然物有機 化学)
中国側 一 白 式 連(延 辺農学院 獣医 系教授 ・生理学)
呉 国 損(延 辺農学院 獣医系助教授 ・薬理 学)
本 研 究 は,中 国 吉 林 省政 府 の 援助(1991年度)に よ り開始 され た 共 同研 究
を,標 記 の課 題 と研究 ス タ ッフに よ り発 展 させ た も ので ある。 以 下 に 主 な 実
験 テ ー マ ご とに 成 果 の概 略 を述 べ る。
① 中国 産生 薬 の 乳 腺発 育 に対 す る影 響
中 国側 で 選択 され た7種 の 生 薬の熱 水 抽 出物 を飲水(0.5%)と して乳 癌 高
発 系SHN雌 マ ウスに3ケ 月 齢 よ り10週間 自由摂取 さ せ た とこ ろ,「 関 木 通」
と 「投 釣」 に おい て 正 常 乳腺 の 発 育 と乳 腺 の前 癌 症 状 の発 生 が 明 らか に 抑 制
され,そ の 効果 は 前 者 に おい て と くに顕 著 で あ った。
発 表;呉 国損 ほ か 「7種 の中 国 産生 薬 の乳 腺 発 育 お よび子 宮腺 筋 症 に 対 す
る影 響 」 和 漢 医薬 学 雑 誌11:50-56,1994.
② 「関 木通 」 の乳 癌 増殖抑 制 効 果
上 記 実 験 ① に おい て乳 腺 の前癌 症 状 を最 も顕 著 に抑 制 した 「関 木通」
を,乳 癌 を発生 した雌 マ ウス に10日間飲 水 として 自由 摂 取 させた とこ ろ,乳






な お①,② の実 験 に お け る生 薬 の主 な作 用 機 序 と して,全 身の代 謝 促 進,
な い しhomeostasis維持作 用が 強 く示唆 さ れ た。
癸 表;長 澤 弘 ほ か 「中国産 生薬 関木通 投与 マ ウスに お け る尿 成 分 のパ タ
ー ンに つ いて」 和漢 医薬 学 雑誌12:印 刷 中,1995
③ 「関 木通 」 の 泌乳 に対 す る 影響
関木 通 の効 用 の一 つ として泌 乳促 進 作用 が あげ られて い る。 こ の 点 を確 か
め,ま た そ の 作 用 機 序 を知 る 一 環 と して,関 木 通 の 種 々 の量 と投 与 期 間 の
乳 腺 機 能 に 対 す る 影 響 を調 べ た 。 投 与 期 間 を問 わず,高 い 濃 度(0.5%)で
で は 泌乳 を 抑 制 し,低 い 濃 度(0.05%)で促 進 させ た 。 そ の作 用 と し て は,
乳 腺細 胞 の 増 殖 促 進 に よる こ とが 示 唆 さ れ た 。
な お 関木 通 を構 成 分 として含 む 漢 方 薬 「下 乳 桶 泉 湯 」 を,関 木 通 濃 度 で同
じ(O.05%)となる量を投与 した とこ ろ,泌 乳 改 善 効 果 は関 木 通単 独 投与 と変
わ らな か った が,体 重 を増 加さ せ,卵 巣重 量 の低 下 を抑 制 した。 こ の こ とは,
この 漢方 薬 の 構 成 分 と して の生 薬 には この よ うに 副作 用 を防 止す る 効 用 を も




④ 生 薬 の家 畜 へ の応 用 に つい て
標 記 の 問題 につ い て,中 国 側 共同 研究 者 の一 入,白 式 連 は,中 国 に お け る
関係 文 献 を精 査 し,そ の現 状 と将 来 の 問題 に つ い て,科 学 技 術研 究 所 懇 話 会
(93年8月)に おいて講演 した。
発 表;白 式 連 「中国 に おけ る 飼料 添 加剤 と して の 生 薬 」畜 産 の研究48:9
-13,1994.
な お 白 教授 は,1993年8月13日 来 日,共 同 研 究 遂 行 上 の諸 問題 につ い て 討
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L議 の後,同 年9月16日 離 日 した。一 方,呉 助 教授 は,1993年8月11日来 日し,
同年11月末 まで の と こ ろ,滞 在 を1994年11月ま で 延 長 し,客 員 研究 員 と して
長 澤 研 究室 に おい て 研 究 を続 け て い る。
本 研究 は,さ らに1995年度 よ りの 日本 学 術 振 興 会国 際共 同研 究 と して 採択
され た。 これ も本 学 基 金 に よる 研究 の 成果 に よる と ころ 極 め て大 き い と考 え
る。 今 後,本 基 金 に よって 研究 の機 会 を得 た 者 は,す べ か ら く1年 限 りで 終
わ らせ る こ とな く,得 られ た 成果 を基 と して さ らな る発 展 を期 すべ き で あ ろ
う。
そ れ と同 時 に,本 研 究 が,中 国 の,と くに 中 心 か ら離 れ た 地 域(吉 林 省
竜 井 市)に おけ る大 学 との 共 同 研究 で あ る 意 義 も大 き い と考 える 。 発 展 途
上 国 との 共 同 研 究 は 欧 米 先 進 国 との そ れ と は異 質 の もの で あ る。す な わ ち,
い わ ゆ るgiveandtake(場合 に よ って は,takeandtake)では な く,む
しろ我 々が,欧 米先 進 国 か ら与 え られ た も の(積 極 的 に 得 た もの)の 還 元
も含 め て,発 展 途 上 国 に 貢 献 す る とい う考 え で 事 を進 め る べ き で あ る。 こ
れ は表 面 的 に はgiveandgiveに見 え る か も知 れ な い が,そ れ を通 じて,
物 の見 方,考 え 方 な どに お い て彼 らか ら 学 ぶ と こ ろ も極 め て 多 い はず で あ
る。 この よ うな 考 え 方 で,本 研 究 を さ ら に発 展 さ せ た い 。
終 わ りに 本 共 同 研 究遂 行 に あ た り,種 々御 世話 に な った国 際 交流 セ ン タ
ー事務 室 の 各位 に改 め て御 礼 申 し上 げる 。
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